
(注)
第４年目以降の特許料は漸次増額します。

出願人の手続です。赤枠：
青枠： 現地特許庁の手続です。

この手続には国内費用と現地費用の両方が発生します。
なお、費用は改正されることがあります。

特許権の維持には毎年特許料の納付が必要です。

韓国特許手続

¥現地費用：
¥国内費用：

拒絶理由通知

意見書
・補正書

¥

日本出願日から１年以内

¥国内費用：
現地費用：

¥現地費用：
¥国内費用：

韓国特許出願

出願審査請求

マルチのマルチ不可

審査

早期審査請求
P a t e n t  P r o se cu t i o n  H i g hw a y

拒絶査定

最初の拒絶で補正なし
２回目以降の拒絶

¥現地費用：
¥国内費用：

３０日以内不服

拒絶査定
不服審判請求

特許法院

大法院

再審査請求

最初の拒絶３０日以内

¥現地費用：
¥国内費用：

＋

補正書

特許料納付

不服 ３０日以内

２週間以内

特許査定

¥現地費用：
¥国内費用：

¥現地費用：
¥国内費用：

特許査定日から３月以内

（３年分）

¥現地費用：
¥国内費用：

韓国出願日から２０年まで

特許権付与

特許審査ハイウェイ

日本特許に基づく迅速審査

異議申立

公報の公告日から３月以内
（第三者による申請）

平成２９（２０１７）年４月１日現在

韓国出願日から３年以内


